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両眼視差法 �ステレオ視法�を用いた手話の認識

藤村 和人

本稿では� 両眼視差法を用いて手話における腕の動きの �次元情報を取得し� 手話認識実

験を行う� ステレオ動画を撮影する機材は� デジタルビデオカメラ �台を平行に固定し� ステ

レオカメラとして使用する� 左右のカメラの動画像から視差を算出し� �次元座標の � 軸の

情報として利用する� 手話認識には� 時系列パターンモデル化手法である� 隠れマルコフモデ

ル �����によるシーン解析を使用する�

実験における ���出力記号の判定結果より� 手話認識において視差情報を用いた場合の

識別率向上を確認した�

キーワード 隠れマルコフモデル ������ ステレオカメラ� 両眼視差法
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